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ぼくが、ミャンマーでいちばん楽しかったことは、ボートで水のかいだんのようなとこ

ろをこえるときに、スピードをあげて、おりるとガタンとなってびっくりしたことです。

そして、水のせきどめみたいなところで、ひっかかってしまいましたが、どうにかしよう

とボートのエンジンをかけてうごかす人がなんどかやりました。でも、とれませんでした。

ほかのボートをこいでる人が、いっしょにひきだしてくれて、やっとはずれました。それ

を見て、ぼくはなかまかんけいがすごくいいと思いました。 
 
	 ぼくが、いちばん心にのこったことは、ゴミひろいでゴミをひろったことです。そして

子どもだけがさんかしていて、ぼくは子どものほうが大人より村をきれいにしたいという

気もちがつたわってきたので、子どもは大人よりみんなのことを思っていると思いました。

ゴミが、いっぱいあったけど、その中にはぼくにとって、いいものがいっぱいありました。

どういうのかというと、コンピューターのいちぶとかしけんかんのガラスビンとかです。 
 
ぼくは、こうぶつをひろったり、さがしたりするのが大好きです。なので、ミャンマー

でこんどは、山にとまり、山のほうで、ルビーやひすいを見つけたいです。 
 
	  


